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（左：対策前、右：対策後） 

図 3. 遠方界（ 3m 電波暗室）の測定結果

ノイズ対策を施した産業用コンピュータの開発  
 

 ○佐野  宏靖 *1)、佐藤  研 *1)、髙橋  文緒 *1)、山下  俊紀 *2)、時川  昌大 *2) 
 
1．目的・背景  
 通信速度の高速化に伴って放射ノイズの問題が顕著となり、電子製品の開発では、適用

する規格の規制値内にノイズを抑えることが課題である。製品完成後では、可能な放射ノ

イズ対策に限りがあるため、設計段階から対策を施すことが重要となっている。  
 本研究では、サンリツオートメイション株式会社が設計・販売している高密度・高速通

信の産業用コンピュータを対象に、VCCI/FCC 規制（放射ノイズ規制）CLASS A から規制

のより厳しい CLASS B に対応した製品を開発し、ノイズ対策効果を検討した。本研究によ

り、製品（図 1）の規格適合範囲の拡大及び実用的な EMC 対策設計ルールの蓄積を行えた。  
 
2．研究内容  
（１）測定及び解析方法  
 既存製品のノイズ源を特定し、CLASS B に適合させ

るためのノイズ抑制対策を行う。本研究では、以下の

手順で測定及び解析を行い、対策を施した。  
① IC の動作周波数高調波と遠方界測定結果の比較  
②近傍界測定  
③オシロスコープを用いた FFT 測定  
④放射ノイズ設計ルールソフト（DEMITASNX、（株）

NEC 情報システムズ製）によるチェック  
⑤電磁界シミュレーター（MW STUDIO、CST 製）

の比較  
⑥既存基板に対策が施せる場合は実機で確認  
⑦基板改版後①～③を再測定  
手順①～③でノイズ源を特定し、手順④～⑥でノイ

ズ対策効果を確認することを目的としている。  
 

（２）結果及び考察  
 測定の結果、効果的であった主な対策は、①高速信

号線に対しての GND ビアや GND‐電源間キャパシタ

ンス配置によるリターンパス確保、②リターンパス確

保を容易にするための基板層構成変更、③コモンモー

ドノイズを抑制するための内部接続コネクタの GND
シャーシの強化、であった。対策①の配置例を図 2 に、

対策効果を図 3 に示す。このことから、VCCI CLASS B
の規制値より 6dB 以上のマージンがあることが分かる。 
 本研究の結果、放射ノイズ設計ルールソフトや電磁

界シミュレーターを用いて設計段階から効果を検証す

ることで、放射ノイズ規制値より、マージンを持った

製品を開発することができた。  
 
3．今後の展開  

製品は平成 25 年 10 月より販売している。また、CLASS B へと規格適合範囲が広がった

ことで、より広い分野へ販路を拡大することが可能となった。本研究結果は、社内及び都

産技研の EMC 設計対策ルールとして蓄積する。  
 

*1)電子・機械グループ、 *2)サンリツオートメイション株式会社  
H24.10～H25.9【共同研究】ノイズ対策を施した産業用コンピュータの開発  

図 1. 開発した産業用  
          コンピュータボード

（左：対策前、右：対策後） 

図 2. 対策①の配置例  

GND ビア追加高速信号線ビア  

GND ビア追加
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電磁波シールド効果の評価方法  
 

      ○原  孝彦 *1)、臼井  亮 *1)、菅間  秀晃 *1)、日高  直美 *1) 
 
1．目的・背景  
近年、情報通信機器から発生する高周波ノイズや太陽光発電用のインバータ・電気自動

車などから発生する低周波ノイズが問題になっており、これに対応する電磁波シールド効

果評価技術が必要不可欠となってきている。また、電磁界シミュレーションは、使用する

PC の高性能化に伴い実用的な解析が可能となってきた。本研究では、材料のシールド効

果について実際の測定値と電磁界シミュレーションによる解析結果を比較することで、シ

ミュレーションによるシールド評価の有効性について検討を行った。 

 
2．研究内容  
（１）実験方法  
今回、大きさ 150mm×150mm、銅箔部分の厚さ 0.035mm

の基板に直径 6mm の孔が 10mm 間隔で開いたサンプルを評

価対象とした。測定方法としては、広く利用されている

KEC 法〔 1〕を利用し、100kHz～1GHz までの電界及び磁界

のシールド効果を測定した。図 1 に KEC 法の測定方法を示

す。電磁界シミュレーションには、有限要素法を用いたム

ラタソフトウェア（株）の Femtet を使用した。シミュレー

ションに際し、KEC 法の測定用治具を考慮したシミュレー

ションモデルと電磁波解析ソルバーを用い、周波数範囲を

10MHz～ 1GHz として実施した。なお、サンプルモデルと

して均一な薄膜材料に実際の大きさの孔を開けたモデルを

作成し、外部パラメータとして銅と同じ導電率σ=5.8×107 
S/m と厚みを与えた。  

 
（２）結果及び考察  

KEC 法による電界及び磁界シールド効果の測定値とシ

ミュレーション結果を図 2 と図 3 に示す。電界については、

300MHz 以下の範囲で 7～8dB の差が見られた。この原因と

して、シミュレーションの際に基板の誘電体部分の厚さを

考慮していないため、実際の治具と送信・受信アンテナ間

距離が異なるためではないかと考えられる。磁界について

は、測定値とシミュレーションが低周波から高周波までほ

ぼ一致しているため、実用上使用可能と考えられる。  
 
3．今後の展開  

今回は、KEC 法と Femtet による解析結果との比較により、

シミュレーションによるシールド評価の有効性について検

討を行った。今後は、300MHz 以下（電界）の範囲につい

ての課題を解決しつつ、電磁波解析ソルバーで評価できな

かった 10MHz 以下の周波数域への拡張について検討する。これらにより、広帯域に対応可

能な解析手法を確立し、企業支援に活用していきたいと考えている。  
 
参考  
〔1〕KEC 法の紹介ページ http://www.kec.jp/testing-division/kec-method/（（一社）KEC 関西電子工業

振興センターホームページ）  
 

*1)神奈川県産業技術センター  

図 1. KEC 法の測定方法（磁界）
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図 2. 比較結果（電界） 
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図 3. 比較結果（磁界）
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